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カ
ラ
オ
ケ
の
シ
ダ
ッ
ク
ス

安
佐
南
区
相
田
に
出
店

カ
ラ
オ
ケ
店
運
営
の
シ
ダ
ッ
ク
ス
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
�株（
東
京
）は
７
月
２６
日
、

安
佐
南
区
相
田
一
丁
目
一
―
四
四
に
「
Ｓ

Ｈ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｘ
広
島
安
古
市
ク
ラ
ブ
」
を
オ

ー
プ
ン
し
た
。

県
内
で
は
、
２
月
の
「
本
通
ク
ラ
ブ
」

に
次
ぐ
九
店
舗
目
。
四
六
室
で
約
三
〇
〇

席
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
車
い
す
用
の
ト
イ

レ
、
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
な
ど
を
備
え
る
。
駐

車
場
は
二
〇
〇
台
分
。

イ

ク

シ

ー

通
販
サ
イ
ト
が
好
調

包
装
資
材
卸
の
�株
や

し
き
子
会
社
の
�株
イ

ク
シ
ー
（
中
区
大
手

町
、
原
敬
社
長
）
は
、
食
品
関
連
雑
貨
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
「
食
品
パ
ッ
ケ
ー

ジ
専
科
２
２
６
（
ツ
ツ
ム
）」
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
商
品
を
開
発
す
る
な
ど
で
売
上
げ
増
を

目
指
す
。
０
６
年
の
開
設
か
ら
、
日
本
食

を
扱
う
海
外
レ
ス
ト
ラ
ン
の
受
注
な
ど
も

増
え
て
お
り
、
昨
年
一
年
間
で
売
上
げ
一

〇
〇
万
円
を
計
上
。
同
サ
イ
ト
は
、
弁
当

容
器
や
紙
袋
な
ど
の
包
装
資
材
、
清
掃
用

品
な
ど
約
六
三
〇
品
を
掲
載
。
親
会
社
の

物
流
セ
ン
タ
ー
で
在
庫
を
一
括
管
理
し
、

受
注
後
、
商
品
を
宅
配
便
で
配
送
す
る
。

マ
エ
ダ
ハ
ウ
ジ
ン
グ

オ
ー
ル
電
化
の
冊
子

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

の
�株
マ
エ
ダ
ハ
ウ

ジ
ン
グ
（
安
芸
郡

府
中
町
山
田
二
丁
目
二
―
一
五
、
前
田
政

登
己
社
長
）
は
、
オ
ー
ル
電
化
を
解
説
し

た
冊
子
「
オ
ー
ル
電
化
を
す
る
前
に
知
っ

て
お
き
た
い
一
一
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
作
成

し
た
。
オ
ー
ル
電
化
住
宅
の
普
及
に
伴
っ

て
、
悪
質
な
訪
問
販
売
業
者
に
よ
る
被
害

が
増
え
て
い
る
た
め
、
そ
れ
を
防
ぐ
た
め

に
作
っ
た
。
電
化
住
宅
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ

メ
リ
ッ
ト
や
電
気
料
金
の
仕
組
み
、
工
事

価
格
な
ど
を
解
説
。Ａ
４
判
の
一
六
頁
で
、

希
望
者
に
無
料
配
布
す
る
。

▽
船
舶
部
品
販
売
の
�株
シ
ー
メ
イ
ト
（
文

田
邦
治
社
長
）
は
、
西
区
中
広
町
一
丁
目

四
―
二
〇
か
ら
同
町
一
丁
目
二
〇
―
一
六

へ
本
社
を
移
転
し
た
。

▽
特
許
庁
が
主
催
、
呉
商
工
会
議
所
が
共

催
し
、
８
月
５
日
午
後
１
時
半
か
ら
ビ
ュ

ー
ポ
ー
ト
く
れ（
呉
市
中
通
一
丁
目
一
―
二
）

で「
知
的
財
産
権
セ
ミ
ナ
ー
〜
初
心
者
向
け

〜
」を
開
く
。弁
理
士
の
岡
野
卓
也
氏
が
、

知
的
財
産
権
の
意
義
と
必
要
性
、
特
許
・

実
用
新
案
制
度
の
特
徴
、デ
ザ
イ
ン
保
護
、

商
標
の
機
能
と
役
割
な
ど
を
説
明
。
事
前

予
約
で
定
員
九
〇
人
。
受
講
無
料
。
申
し

込
み
は
�電
〇
八
二
三
―
二
一
―
〇
一
五
一

か
メ
ー
ルsem

inar@
kurecci.or.jp

。

▽
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
住
環
境
研
究
会
ひ
ろ
し
ま

（
山
下
雄
朗
理
事
長
�
山
下
商
事
社
長
）

は
８
月
９
日
午
後
１
時
半
か
ら
、
フ
ォ
ー

ラ
ム
「
広
島
の
夏
の
快
適
な
暮
ら
し
を
考

え
る
」
を
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ

ザ
で
開
く
。
川
の
流
れ
に
沿
う
�
風
の
通

り
道
�を
取
り
入
れ
た
住
ま
い
づ
く
り
や
、

広
島
の
気
候
に
適
し
た
外
断
熱
住
宅
な
ど

を
、
広
工
大
の
清
田
誠
良
教
授
な
ど
が
紹

介
。
参
加
無
料
。
�電
二
八
五
―
五
八
三
九
。

ド
ラ
イ
ア
イ
と

は
、
眼
が
乾
燥
し

て
異
物
感
や
痛
み

を
生
じ
る
病
気
で

す
。
昔
は
聞
き
な

れ
な
い
言
葉
だ
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
今
で

は
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
の
使
用
が
増
え
、

生
活
習
慣
病
と
し
て
認
識
さ
れ
て
き
て
い

ま
す
。
原
因
に
は
、
お
お
ま
か
に
、
涙
の

分
泌
量
が
少
な
く
な
る
場
合
と
涙
の
蒸
発

が
多
く
な
る
場
合
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
ま

す
。分
泌
量
が
少
な
い
ド
ラ
イ
ア
イ
に
は
、

涙
の
代
用
や
乾
燥
を
防
ぐ
点
眼
を
し
た
り
、

涙
点
と
言
わ
れ
る
涙
が
鼻
の
奥
に
流
れ
て

い
く
穴
を
塞
い
で
少
な
い
涙
を
貯
め
る
処

置
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
は
、

眼
の
状
態
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

主
に
眼
科
を
受
診
し
て
治
療
し
て
も
ら
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
方
、
涙
の
蒸
発
が

多
く
な
る
ド
ラ
イ
ア
イ
は
、
環
境
に
依
存

し
ま
す
。
眼
瞼
の
縁
に
あ
る
マ
イ
ボ
ー
ム

腺
が
詰
ま
っ
て
く
る
と
、
油
が
出
に
く
く

な
り
乾
き
や
す
い
涙
に
な
り
ま
す
が
、
空

気
の
乾
燥
や
Ｖ
Ｄ
Ｔ
作
業
に
よ
る
瞬
き
の

減
少
に
よ
り
、
涙
が
蒸
発
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
視
力
の
低
下
で
見
え
に
く
か
っ
た

り
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
、
テ
レ
ビ
な
ど

に
集
中
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
凝
視
し
て

瞬
き
が
減
少
し
が
ち
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
眼
の
疲
れ
や
ド
ラ
イ
ア
イ
を
生

じ
る
こ
と
を
Ｖ
Ｄ
Ｔ
症
候
群
と
呼
ん
で
い

ま
す
。
頭
痛
や
肩
こ
り
を
生
じ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
で
は
、
ど
う
や
っ
て
防
げ
ば

い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
、
ご
自
分
の

周
り
を
見
回
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
エ
ア
コ

ン
が
つ
い
て
い
た
ら
、
で
き
る
だ
け
前
に

は
い
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
眼
に

直
接
風
が
あ
た
れ
ば
、
涙
が
蒸
発
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
ド
ラ
イ
ア
イ
用
の
眼
鏡
を

か
け
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
眼

を
大
き
く
見
開
く
と
乾
燥
し
や
す
く
な
る

た
め
、
椅
子
を
高
め
に
し
て
パ
ソ
コ
ン
を

や
や
見
下
ろ
す
よ
う
に
し
、
瞬
き
を
意
識

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
加
湿
器
を
つ
け
る
の

も
効
果
的
で
す
。
さ
ら
に
、
長
時
間
の
作

業
は
調
節
疲
労
を
も
た
ら
し
、
瞬
き
の
減

少
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
こ
ま
め
に
眼

を
休
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
蒸
し
タ

オ
ル
を
眼
の
上
に
の
せ
れ
ば
、
眼
の
血
行

を
よ
く
す
る
と
同
時
に
、
マ
イ
ボ
ー
ム
腺

の
油
も
溶
か
し
て
く
れ
る
の
で
質
の
良
い

乾
き
に
く
い
涙
に
な
り
ま
す
。
こ
の
、
温

庵
は
す
ぐ
に
効
果
は
で

な
い
で
す
が
、で
き
る
だ

け
毎
日
続
け
ま
し
ょ
う
。

ド
ラ
イ
ア
イ
は
、
生

活
習
慣
病
で
す
。
上
手

に
付
き
合
い
ま
し
ょ
う
。

ド
ラ
イ
ア
イ

広
島
市
東
区
医
師
会
理
事

ひ
が
き
眼
科
院
長

檜
垣

文
雄

３
Ｇ
１５

Ｑ

見
出
Ｇ
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